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「コミュニティ・スクール」とは「学校運営協議会」の仕組みを取り入れた学校のことです。 

 「学校運営協議会」とは、学校と家庭・地域をつなぎ、子どもたちを見守る役目をする組織です。 

 

学校運営協議会を設置している学校を「コミュニテ

ィ・スクール」といいますが、学校運営協議会で話し

合ったことを「コミュニティ・スクール通信」でお知

らせします。 

コミュニティ・スクールを推進することで、地域に

開かれた学校として地域の方々と連携しながら、宮小

学校の子どもたちを、みんなで育てる様々な取組を進

めていきたいと思っています。 

 

第１回学校運営協議会 ６月２７日 

学校運営協議会が２年ぶりに開催されました。２名

の委員が欠席でしたが、委員同士、和気あいあいと「自

己紹介」・「宮小の子どもたちの様子」・「今後の進

め方」について話し合いを行いました。 

今回話し合った内容を少しですが紹介します。 

 

 

リーフレットを活用し、コミュニティ・ 

スクールについて協議しました！ 

 

NO1 令和 4 年 6 月２８日 

和歌山市立宮小学校 

学校運営協議会事務局 

宮小学校 学校運営協議会委員 

会  長   時田 慎太郎氏（育生会 会長） 

副会長   本田 昌子氏（元 小学校 校長） 

委  員  青木 秀行氏（消防分団長） 

委  員   小堀 清司氏（元 育生会 会長） 

委  員   田中 文規氏（日進中学校 教頭） 

委  員   西  みどり氏（元 育生会 役員） 

委  員   西川 和子氏（宮地区人権委員） 

委  員   山田  功氏（鳴神子ども会 会長） 

委員・事務局  田中 いずみ（宮小学校 校長） 
◎コミュニティ・スクールとは 

 

◎和歌山市学校運営協議会規則について 

 

◎学校運営方針（スクールプラン）の説明後、意見交

流。学校運営方針の承認 

 

◎学校運営協議会の果たす役割を確認後、今年度の

方向性等について協議 

 

～主な協議内容（抜粋）～ 

 

 ・用水路が多いので、危険。子どもに注意するだけで

なく、行政に働きかけていくことも必要ではないか。

光るポールとか・・・ 

・PTA で７月に危険個所点検をした後、子どもや地域、

家庭にも危険個所を共有する仕組みをつくること

が大事である（ex）〇〇地区危険マップ） 

・学校運営協議会委員も行ける方は一緒に危険個所

点検に参加してはどうか 

・地域の方々に、学校に入ってもらえる仕組みを作っ

てはどうか。図書ボランティアさんがずっと入ってく

れているが、家庭科のミシン、糸の玉止めの仕方、

等々、様々な活動が考えられる。 

・老人会や婦人会、自治会にも働きかける。 

 

          ※次回は 8 月に開催予定 

 


